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研究成果の概要（和文）： 排尿誘導は、(1)時間排尿誘導(以下TV)、(2) 排尿習慣化訓練(以下HT)、(3)排尿自
覚刺激行動療法 (以下、PV)に分類され、Cochrane Database of Systematic　Review（2006年）に於いて効果検
証が行われている。本研究は、1980年代以降、RCTデザインによるの効果検証において、介入期間中（2-3カ月）
の尿失禁の改善効果が確認されているPVについて、2018年に網羅的文献検索を実施し、近年の報告を追加したメ
タアナリシスを実施した。その結果、尿失禁率の有意な減少が確認された。Mind診療ガイドラインを参考に引き
続きガイドライン作成に取り組んでいく。

研究成果の概要（英文）：Toileting assistances are behavioral therapy and lower urinary tract 
rehabilitation in the treatment of urinary incontinence: UI. Especially, Prompted Voiding have used 
in particular in North America, mainly in long term facilities for people with cognitive impairment 
or dementia or not. In recently years, PV have conducted nursing homes in other countries.　Since 
2018, We have tried the systematic review for the effectiveness of Prompted Voiding for elderly with
 UI. In results, the significantly decrease of urinary incontinence rate/day was indicated.　
Development of the toileting assistance guideline will be continued.

研究分野：高齢者看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、介護保険においても排泄支援加算が創設され、下部尿路機能に関連する診療ガイドラインを活用し、医
師・看護師の判断による排泄ケアの質の向上が推進されている。しかし、高齢者の尿失禁を改善し、自立支援に
不可欠な排尿誘導について、看護・介護職が身近に活用できる詳細なガイドラインは、国内にはまだ存在しな
い。本研究は、排尿誘導法に関する国外の検証報告を分析し、近年の具体的エビデンスの検証状況を分かりやす
く紹介することで、我が国の高齢者長期ケア施設における尿失禁ケアの向上を図ることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

排尿誘導（Toileting Assistance）は、疾患や障害により日常生活動作（Activity Daily 

Living :ADL）の低下や排尿症状を有する高齢者に対し、医療機関、長期ケア施設、在宅を問

わず、高齢者の自立と尊厳、Quality of Life を可能な限り支援するケア援助技術である。

同時に、米国の Clinical Practice Guideline Urinary Incontinence in Adults：Acute and 

Chronic Incontinence（1996 年)において、尿失禁の治療として、薬物療法、手術療法の前

段階に第一選択される行動療法に位置づけられている①。排尿誘導には、実際には 3 つの方

法に分類され（表 1）、これまで Cochrane Database of Systematic Review に於いて、各々

の効果検証が報告されている②③④。特に、Prompted Voiding :以下 PVは、米国ナーシングホ

ームにおける無作為比較化試験による効果検証により、Evidence レベルＡの尿失禁の改善

効果を有することが明らかになっている④。 

一方、国内においては、EBM に基づく尿失禁ガイドライン(2004 年)において、「下部尿路リ

ハビリテーション」として明記され、合併症を生じさせることなく尿失禁を減らすことがで

きる行動療法（証拠の強度 レベルＡ）とされている⑤。具体的な実践介入の研究としては、

形上らによる、尿意がはっきりしない高齢者の時間誘導による報告（2011）が行われている

⑥。また、あらかじめ膀胱機能を超音波膀胱容量測定器によって評価し、排尿誘導を行う

Ultrasound-assisted PV の効果検証が行われている⑦⑧。 

 排尿誘導は、近年、排泄動作への支援や尿失禁ケアを有する高齢者に対する基本的なケアで

あると同時に、膀胱機能評価と包括的生活機能の評価を的確に実施し、効果的で効率的なケア

を提供する、科学的根拠に基づくケア供給の実現が可能になりつつある。 

 

表 1 排尿誘導の種類（EBM に基づく尿失禁診療ガイドライン 2004 ）⑤ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
2.研究の目的 

 尿失禁を有する高齢者の尿失禁の改善と自発的尿意訴えの再獲得を目的として、Minds 診療ガ

イドライン作成の手引き 2017 に則り、日本国内において多職種間(医師・看護・介護・リ ハビ

リテーション専門職)で有効活用できるガイドライン作成を目的とする。 

 

 

 

●時間排尿誘導（TV、 Timed voiding）：あらかじめ決めておいた一定の時間毎にト
イレに誘導する。排尿が自立していない患者に有効である。（証拠の強度：C） 

●パターン排尿誘導（HT、 Habit training）：排尿時間のパターンが決まっている患
者に有効である。（証拠の強度：B） 

●排尿習慣の再学習（PV、 Prompted voiding）：尿意をある程度認識でき、排尿促
しに反応できる患者に有効である。（証拠の強度：A） 



3．研究の方法 

研究代表者、研究分担者は、Minds ガイドライン 2014 に習熟するために、公益財団法人日本

医療評価機構が主催するガイドライン作成者のための研修会に全員が参加し知識の標準化を

図った。次に、Minds ガイドラインの 2014 から 2017⑨で変更されている「スコープ」、「重要臨

床課題」と「Clinical Question:以下 CQ」の設定について検討を行った。 結果、高齢者排尿

誘導ガイドラインの「スコープ」における①目的、②トピック、③想定される利用者・利用施

設、③既存ガイドラインとの関係、④重要臨床課題の吟味、「クリニカルクエスション」の洗練、

「キーワード」の設定、「網羅的文献検討」について、７つの CQ を作成し検討し、スコープの

試案を作成した。次に、2018 年 9月に、 Prompted Voiding（排尿自覚刺激行動療法）につい

て、クリニカル・クエスチョンとして、尿失禁改善の効果の有無を設定し、コクラン・ライブ

ラリーの報告 （2006 年更新）に準じ、網羅的文献検索を実施した。 5 種類以上のアクセス可

能な文献データベース（検索を専門機関に依頼）から 245 文献を抽出後、重複を削除、研究者

2 名以上でスクリーニングを行い 151 文献を抽出した。更に、研究デザインによるスクリーニ

ングを継続し該当する 25文献を抽出。2名の研究者によって文献の精読を行い、最終的に 5本

の該当論文を導き出した。 これらの過程については、システマティック・レビュー手法につい

て専門家の支援を受け実施した。網羅的文献検索・システマティックレビューの過程について

は、第 38回日本看護科学学会学術集会において交流集会を実施し、看護学研究者等の参加者よ

り、方法の妥当性について意見を収集した。 

 

４．研究成果 

 発表者らは、2018 年 9月にガイドライン作成の専門家の支援を受け、PV についてコクラン・

ライブラリー （2009）を参考に検索計画を作成し、網羅的文献検索を実施した。5種類以上の

アクセス可能な文献データ ベース（専門機関に依頼）から 245 文献を抽出、重複を削除した

151 文献について、2 名以上の研究者で 1 次 スクリーニングを行い 25 文献を抽出した。次に

論文を抄読して抽出する 2次スクリーニングを実施し批判的文献検討を行った。最終的に 5本

の文献を抽出し、①尿失禁率/日と②自発的尿意訴え率について、メタアナリシスを実施した。

その結果、PVは、尿失禁率/日を有意に減少する結果が確認された。 

 ガイドラインの開発の今後の手続きについては、日本看護科学学会看護ケア開発・標準化委

員会事業に転換し、高齢者尿失禁看護ケアガイドラインとして、本研究成果を活用し引き続き

継続される計画である。 
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